



Research on Children’s Songs Introduced from Abroad as Teaching Materials (1)




［Abstract］ In elementary school music classes, songs designated as both principal teaching 
materials and supplementary teaching materials are prescribed and used in accordance with 
the basic teaching goals of academic lesson plans. However, materials not prescribed in those 
plans are sometimes used as the teacher deems fit, based on his or her personal experience. For 
example, there are songs such as “Mary Had a Little Lamb”, “London Bridge is broken down”, 
and “Twinkle, Twinkle Little Star”. These songs are traditional English children’s ditties, and in 
England these types of traditional songs are collectively known as “nursery rhymes”. As these 
nursery rhymes spread throughout the world, they came to be referred under the name of “Mother 
Goose”, and this name is now well-established around the world.
 When these children’s songs are used in music classes, are they chosen as teaching materi-
als with the awareness that they are in fact Japanese translations of traditional English children’s 
songs? This paper conducted an analysis of Japanese translations of the songs of Mother Goose, 
and attempted to investigate the legitimacy of children’s songs from abroad as teaching materi-
als in Japan. In the analysis, the Japanese lyrics of Shuntaro Tanikawa, whose score has been 
published, were taken as a basis, the lyrics of Hakushu Kitahara, Shuji Terayama, and Sumiko 
Ishikawa were applied to the score, and a comparative study was carried out (for six songs). Re-
sults revealed that the Japanese lyrics of the three translators other than Tanikawa himself were 
proven as such they cannot be sung as songs. It is because they had the following issues: there 
were excess words which could not be sung; there was no alternative but to squeeze in these lyr-
ics as extra syllables in portions of the song which had no notes, while in portions where there 
was a melody; the lyrics were cut short; and there are no notes or melody to match them com-
pletely although there are Japanese translations. However, it is shortsighted to conclude that the 
Japanese versions of these three translators are unsuitable for use simply for the reason that they 
cannot be performed as songs.  These three translators went to great lengths to render traditional 
English children’s songs into Japanese as rhyming poems, and each is an excellent Japanese 
translation as such.
 It is critical to examine the diversity of these sorts of Japanese translated lyrics from the 
point of view of the educational research which is principal object of this paper. As such, teach-
ers using them as educational materials must understand them as foreign children’s songs dating 
back to their melodic origins, and explore the significance of turning them into educational ma-
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terials. Via research on the teaching materials of that sort of teacher, children’s songs imported 
from abroad can be utilized in a variety of teaching methods and can be put to practical use. 




変に使用されることがある。例えば、「メリーさんの羊(Mary had a little lamb)」「ロンドン橋(London 









上記に例示した 3 曲の原曲は英国伝承童謡であり、英国ではこのような伝承童謡をナーサリ ・ー
ライム (Nursery Rhymes) と総称している 1）。またこれらの英国伝承童謡は世界に普及していく過





英国伝承童謡（マザーグース）の研究は、1842 年にシェイクスピア研究者である J.O. ハリウェ
ル (James Orchard Halliwell-Phillips, 1820～89) によって出版された『イングランドの伝承童謡』(The 
Nursery Rhymes of England) が最古のものとされている。ハリウェルは 600 篇以上もの英国伝承童
謡を収集、分類し、さらには注釈まで付けて出版した。そして彼は、1848 年に『イングランドの
民謡とお伽話』(Popular Rhymes and Nursery tales of England) も出版し、これら 2 冊はそれ以後の
マザーグース研究で、各童謡の年代や起源を知るために常に参照され続けていた。
この 2 冊の出版以降、100 年ほどはこの研究を凌駕するものは登場しなかったが、1951 年に
民俗学者であるオーピー夫妻（Iona and Peter Opie）によって『オックスフォード版伝承童謡辞典』


































































分析対象は、W.S. ベアリングールド＆ C. ベアリングールド編纂、石川澄子訳『完訳　マザ ・ーグー
ス』鳥影社、2003。



















【谷川俊太郎】(p.71)　１．トム　トム　ふえふきのこ / ぶたとって　にげた /　ぶたはたべられ
/ トムはぶたれ
 ２．トム　トム　ふえふきのこ / ぶたとって　にげた / ないてとおりを / かけていった
【北原白秋】(p.113)　トム、トム、トムぼうず、/ 笛ふきのむすこ / ぶたをぬすんでにげたは
よいが / ぶたはたべられ / トムぁ　ぶったたかれ
 ２．ないて　おんおん　まちをかけた
【寺山修司】(p.93)　１．トム / トム /　笛吹きむすこ、/ ぶたをぬすんでにげたはよいが、
/　ぶたはたべられ、トムぁぶったたかれ、/　ないておんおん街をかけた。
【石川澄子】(p.197)　笛吹の子がブタ盗って逃げた / こら待て小僧 / 逃がさぬぞ /　ブタを喰
い喰いとっとと駈けた / ブタ喰ったトムはブタ屋にブタれ /　アンアン泣いて駈けて行く
< 分析結果 >　谷川は「トムトムふえふきのこ　ぶたとってにげた」を 2 回繰り返しており、印
象が強く残るようにしている。また伝えたいことに焦点化し訳しているため、歌いやすくストー
リーも分かりやすい。北原は楽譜 1 番の 1 段目と、2 番 6 小節目で文字が多くて歌えない。1 番
の 4 と 8 小節は字余りになり、2 番の 1 段目の歌詞が無く、7 小節目 2 拍以降も歌詞が無くなる。
寺山は 3 人の中では一番谷川の訳に近く、旋律に対して違和感がない。しかし 3 人に共通するよ
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印象を受ける。そして、1 番の 5 小節目以降は文字が多すぎて歌うことができず、北原・寺山と
同様に 2 番の 1 段目の歌詞が無く、歌曲として成り立たない。
　②コールのおうさま
【谷川俊太郎】(pp.64-65)　コールのおうさま / ゆかいなおうさま /　ほんとにゆかいな　おひと
がら / パイプもってこさせ / おさけもってこさせ / おまけにヴァイオリンひき 3 に
んよんだ / ヴァイオリンひきの　ヴァイオリンは /　どれもこれも　とびきりじょうと
う /　ティーラ　リーラ　ティーラ　リーと　かなでれば /　ああ　これこそてんかいっ







と /　やすい酒 /　そして楽団三匹よんだ / あつまってきた　楽団は /　バイオリンな
ら負けません /　スイッチョ　スイッチョ /　コロコロロ /　唄っていたら　もう秋だ /
　コールじいさん　王さまだ /　とても愉快なじいさんだ /　おんぼろパイプと /　やす
い酒 /　そして歌い手三匹よんだ /　あつまってきた　歌い手は /　ワンワン　バオバオ
/　ミャーオ　ミャオ /　唄っていたら　月が出た
【石川澄子】(p.268)　コール王は /　春風のような好々爺 /　いつもにこにこ / 片手にパイプ　
片手に酒杯 /　三人のヴァイオリニストを /　はなさない / いずれ劣らぬ名器を持つ /
　三楽人の奏でる妙なる音色は /　トイードルディ　トイードルディ /　コール王と三
人のヴァイオリニスト /　世に較べるものもない /　よい聴き手とよい弾き手





4 小節目は字余りとなる。他の 3 人とは異なりヴァイオリンの擬音を「スイッチョ　スイッチョ
　コロコロロ」と訳し、後の歌詞の「もう秋だ」につなげ季節感を出している。石川は歌詞が理
解しやすく、3 人の中で一番曲に合わせやすい。冒頭の「春風のような好々爺　いつもにこにこ」







 ２．パイをあけたら　うたいだす /　ことりたちは　おうさまに /　さしあげる　しゃ
れたおりょうり /　さしあげる　しゃれたおりょうり
 ３．おうさまおくらで　かねかんじょう /　おきさきさまは　おへやで /　はちみつぱ
んを　もぐもぐ /　はちみつぱんを　もぐもぐ












 ２．パイをあけたら /　まっくろこげのくろつぐみが /　声をそろえてうたいだす /　王
さま！ /　ごちそういかが？
 ３．王さまはおくらのなかで /　一日いっぱい　お金かぞえる /　おきさきさまはベッ
ドで /　はちみつパンを　もぐもぐたべてる




 ２．パイを開けたらピイチクパーチク /　黒いつぐみが飛び出した /　その特製のうま
そうなやつ /　王さまのだろ　そうじゃないか
 ３．王さまは勘定部屋で /　銭勘定　あがりある身は羨ましいね /　お后さまァ居間に
くつろぎ /　べっとり蜜つけパンをムシャムシャ





ば」の訳が、旋律に対して文字が多く歌えない。さらに 4 ～ 8 小節目は、文章のようで歌いにく
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いとともに、最後の 8 小節目の旋律に該当する歌詞が無くなっている。石川は全体的な流れが音













 スーキー　やかんをおろしたよ /　スーキー　やかんをおろしたよ /　スーキー　やか
んをおろしたよ /　あれ　あれ？ /　
 みんなどっかへ行っちゃった
【石川澄子】(p.293)　ポリイやかんをおけ /　ポリイやかんをおけ /　ポリイやかんをおけ /　み
んでお茶にしよう
 スキイやかんをおろしなさい /　スキイやかんをおろしなさい /　スキイやかんをおろ
しなさい /　お客はみんな帰んなさった











 ２．ねんどと　きとで　つくろうよ /　つくろうよったら　つくろうよ /　ねんどと　
きとで　つくろうよ /　きれいなきれいな　おひめさま




 ４．れんがと　いしで　つくろうよ /　つくろうよったら　つくろうよ /　れんがと　
いしで　つくろうよ / きれいなきれいな　おひめさま　
 ５．れんがと　いしは　くずれるよ /　くずれるよってば　くずれるよ /　れんがと　
いしは　くずれるよ /　きれいなきれいな　おひめさま
 ６．はがねと　てつで　つくろうよ /　つくろうよったら　つくろうよ /　はがねと　
てつで　つくろうよ /　きれいなきれいな　おひめさま
 ７．はがねと　てつは　まがります /　まがりますったら　まがります /　はがねと　
てつは　まがります /　きれいなきれいな　おひめさま
 ８．きんと　ぎんとで　つくろうよ /　つくろうよったら　つくろうよ /　きんと　ぎ
んとで　つくろうよ /　きれいなきれいな　おひめさま
 ９．きんと　ぎんえは　ぬすまれる /　ぬすまれるってば　ぬすまれる /　きんと　ぎ
んでは　ぬすまれる /　きれいなきれいな　おひめさま
 10．ねずの　みはりを　たてようか /　たてようかなあ　たてようか /　ねずの　みは
りを　たてようか /　きれいなきれいな　おひめさま
 11．もしも　みはりが　ねむったら /　ねむったら　ねむったら /　もしも　みはりが
　ねむったら /　きれいなきれいな　おひめさま











【寺山修司】(pp.129-130) １．ロンドン橋が　落っこちた /　さあどうしようどうしよう /　ロン
ドン橋が　落っこちた /　美しいお嬢さん！
 ２．粘土と木とを　かきあつめ /　ロンドン橋を　つくろうよ /　おんなじ橋を　つく
ろうよ /　美しいお嬢さん！
 ３．粘土と木では　流される /　ロンドン橋が　流される /　それではそれではどうし
よう！ /　美しいお嬢さん！
 ４．煉瓦と石とを　つみあげて /　ロンドン橋を　つくろうよ /　おんなじ橋を　つく
ろうよ /　美しいお嬢さん！
 ５．煉瓦と石では　くずれます /　ロンドン橋が　くずれます /　それではそれではど
うじよう /　美しいお嬢さん！
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 ６．金と銀とを　くみたてて /　ロンドン橋を　つくろうよ /　おんなじ橋を　つくろ
うよ /　美しいお嬢さん！
 ７．金と銀では　ぬすまれる /　ロンドン橋が　ぬすまれる /　それではそれでは　ど
うしよう /　だれか見張りを　たてようか /　夜から朝まで腕組んで /　ロンドン橋を　
守るため /　美しいお嬢さん！
 ８．もしも見張りが　眠ったら /　ロンドン橋が　ぬすまれる /　あなたもいっしょに
　ぬすまれる /　美しいお嬢さん！ /　あついコーヒー /　一杯いかが？
【石川澄子】(pp.537-541)　１．ロンドン橋が /　折れた /　ぽーんと飛び越せ　お嬢さま /　ロン
ドン橋が /　折れた /　橋姫とともに
 ２．はてさて　新しい橋を /　架けずばなるまい /　ぽーんと飛び越せ　お嬢さま /　は
てさて　新しい橋を /　架けずばなるまい /　橋姫とともに
 ３．石と小石で /　橋かけろ /　ぽーんと飛び越せ　お嬢さま / 石と小石で /　橋架けろ /
　橋姫とともに
 ４．石と小石じゃ /　流される /　ぽーんと飛び越せ　お嬢さま /　石と小石じゃ /　流
される /　橋姫とともに
 ５．鉄と鋼鉄で /　橋架けろ /　ぽーんと飛び越せ　お嬢さま /　鉄と鋼鉄で /　橋架け
ろ /　橋姫とともに
 ６．鉄と鋼鉄は /　そるだろう /　ぽーんと飛び越せ　お嬢さま /　鉄と鋼鉄は /　そる
だろう /　橋姫とともに
 ７．金と銀で /　橋架けろ /　ぽーんと飛び越せ　お嬢さま /　金と銀で /　橋架けろ /　
橋姫とともに
 ８．金と銀では /　盗まれようぞ /　ぽーんと飛び越せ　お嬢さま /　金と銀では /　盗
まれようぞ /　橋姫とともに
 ９．それならば /　見張りを置こう /　ぽーんと飛び越せ　お嬢さま /　それならば /　
見張りを置こう /　橋姫とともに














【谷川俊太郎】(p.52)　てんとうむし　てんとうむし /　とんでおかえり /　おうちがかじだ /　こ





【寺山修司】(p.75)　てんと虫 /　てんと虫 /　すぐとんでかえれ /　おまえの家が火事だ /　子供
がみんな焼け死んだ /　あとにのこった /　かわいいアンが /　かくれてる
【石川澄子】(p.428)　てんとう虫　てんとう虫 /　早よ家へ帰れ /　お前の家が燃えている /　子
供たちが焼け死ぞ
< 分析結果 >　谷川は他の 3 人が「やけしぬ」といった表現を用いているのに対して、「にげた」
と訳し火事から助かっている。子どもが歌うことを想定した配慮なのであろうか。また歌詞の音
節（モーラ）が完全に合致しており歌いやすい。北原は、文字が多く特に 2・3・4 小節目は全く
歌えない。寺山は、文字が多くて歌えない（3・4 小節目）、字余り（2 小節目）、そして 6 小節目
には旋律に該当する歌詞が無く、歌曲としては成立しないといえる。しかし「てんと虫」という
つまった表現には弾むようなリズムが感じられ、この単語 1 つだけでも音楽的な面白さを感じる。











































ではない。「きらきら星」の原曲は 18 世紀末のフランスで創られたシャンソン"Ah! Vous dirais-je, Maman"
（あのね！言わせて、お母さん）である。その後、英国の詩人ジェーン・テイラ （ーJane Taylor）によっ
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